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濁

占

の

オ三

質

( 

) 

高

回

保

，馬

日

究

六
、
完
全
な
る
競
争
、
自
由
競
守
、
制
陣
せ
ら
れ
た
る
競
争

七
、
硝
占
憎
格
の
決
定
に
ワ
い
て

λ
、
ォ
ッ
ベ
シ
ハ
イ
マ
ア
ゆ
燭
占
概
合

，晶.，、

自
由
競
争
、

制
限
せ
ら
れ
た
る
競
争

獅
占
吉
区
別
せ
ら
れ
た
る
多
占
、
新
良
等
の
籍
地
位
も
亦
そ
れ
ぞ
れ
に
競
等
の
制
限
帥
も
実
不
十
分
な
る
事
を

意
味
す
る
。
私
は
悲
仁
十
分
又
は
白
白
な
る
競
争
ご
完
全
な
る
競
争
ご
を
匝
別
し
た
い
。
獅
占
多
占
等
の
種
々
な

d
y
ν
q
ア
シ
ユ
テ
山
戸
ン
グ

る
特
殊
の
地
位
の
強
み
は
こ
の
方
面
に
於
て
存
す
る
。
司
}
れ
ら
の
地
位
に
あ
る
も
の
は
一
方
に
於
て
、
同
類
に
劃

す
る
強
み
を
有
も
、
他
方
に
於

τ責
貨
の
相
手
に
謝
す
る
強
み
を
有
つ
o

前
者
の
中
最
も
重
要
な
る
も
の
は
企
業

に
於
り
る
排
他
性
ご
も
一
五
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
、
ま
た
後
者
を
名
づ
け
て
団
関
格
の
決
定
に
於
け
る
優
勝
性
Z
な
す
。

同
類
に
劃
す
る
張
み
さ
云
ふ
も
の
よ
ち
設
〈
。

一
定
の
企
業
・
又
は
一
定
の
僚
件
(
方
法
組
織
等
)
に
於
け
る
企
業

を
轡
み
得
る
佃
人
的
能
力
を
有
し
、
叉
特
殊
の
事
情
に
し
て
存
在
せ
宇
ば
嘗
然
此
意
士
山
を
借
地
行
L
得
る
資
力
を
有

論

叢

描
占
の
本
質

第
十
九
巻

(
第
五
貌

四

) 

ハ
七
五



両市

議

濁
占
。
本
質

第
十
九
容

(
第
五
腕

四

) 

ミ

2
4
、

」
ノ
ヰ

J
/

す
る
も
の
、
こ
れ
を
該
に
同
類
己
呼
ぶ
。

一
定

ω企
業
(
以
下
、

一
定
の
像
作
に
於
け
る
一
定
企
業
主
五
ふ
も
の

を
も
此
中
に
合
ま
し
め
る
)
を
此
同
類
が
其
意
士
山
す
る
時
い
つ
に
て
も
替
み
得
る
時
に
そ
れ
は
排
他
性
を
有
せ

中
、
然
H
H
H

と
も
、
彼
が
之
を
相
官
み
得
古
る
姿
に
ゐ
る
時
、

号
れ
は
俳
他
性
を
有
す
る
。
勿
論
弦
に
同
類
ご
一
五
ふ
も

の
に
は
決
し
て
股
密
な
る
限
界
な
し
、
併
し
枇
曾
の
金
成
田
貝
が
或
る
一
定
の
企
業
を
中
心
Z
し
て
見
る
時
、
此
同

類
ご
同
類
な
ら

F
る
も
の
に
別
た
れ
得
る
事
は
明
で
あ
る
ご
思
ム
。
然
ら
ば
比
排
他
性
ご
は
此
企
業
が
た
u
y

軍一

主
留
の
み
に
限
れ
る
時
に
の
み
認
め
ら
る
、
か
ご
云
ム
に
然
ら
す
、
そ
れ
が
数
多
の
主
健
に
も
ま
た
許
き
れ
て
な

は
排
他
性
が
あ
り
得
る
。
他

ω同
類
が
求
め
て
得
ら
れ

F
る
限
り
そ
こ
に
排
他
性
ゐ
h
J
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

従
ひ
て
超
費
伶
剰
の
ゐ
る
所
仁
の
み
排
他
性
ゐ

h
z
考
ふ
べ
き
に
非
中
、

たい
v
此
排
他
牲
が
債
格
形
成
の
一
上
に
特

殊
の
作
用
を
替
み
得
る
所
に
は
超
費
時
附
剰
が
成
立
す
る
o

此
際
か
の
排
他
性
が
有
効
で
あ
る
ご
云
ふ
。
排
他
性
が

有
効
な
己
怨
に
は
次
の
傑
件
の
何
れ
が
い
充
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
物
の
供
給
な
ほ
需
要
を
充
す
に
足
ら

十
、
従
ひ
て
財
の
ゐ
ら
ゆ
る
軍
位
が
超
費
徐
剰
を
合
め
る
債
格
を
有
す
る
か
、
又
は
現
に
一
定
財
の
供
給
者
に

L

て
英
保
件
又
は
地
位
「
企
業
の
上
の
傑
件
)
を
有
し
得
5
る
も
の
ゐ
る
炉
、
こ
れ
で
あ
る
。
前
の
場
合
、
徐
剰
は
一

般
的
に
存
立
し
、
後
の
場
合
、

そ
れ
は
部
分
的
に
、
云
は
v
生
産
費
節
約
の
差
盆
己
じ
て
、
部
H
T
的
に
の
み
存
立

す
る
。
排
他
性
の
有
効
な
ら
ざ
る
場
合
は
経
傍
由
学
的
考
察
の
上
に
意
義
乏
し
、
か
る
が
故
に
以
下
、
軍
に
排
他
性

ご
云
ふ
時
は
有
効
な
る
排
他
性
を
指
す
。
な
は
な
ほ
進
み
て
、
寅
買
の
相
手
に
謝
す
る
強
み
を
考
へ
な
け
れ
ば
な



ら旧制。丹
時
に
資
買
の
相
子
に
謝
す
る
強
み
ご
云
ふ
は
所
格
「
間
四
格
闘
争
」
に
於
け
る
強
者
の
地
位
で
ゐ
る
、
交
換
の
要
求

の
一
方
的
急
迫
(
。
一
口
月
一
己
問
。
ロ
2
口町一片
rro一伴内山内
ω
〉

5
E
Z
E
H
Fえ
ロ
円
吉
田
2
)
で
ゐ
る
o
多
少
の
不
精
帥
慨
を
忍
び
遁

俗
の
言
葉
を
以
て
一
五
へ
ば
、

こ
れ
需
要
に
謝
す
る
供
給
の
不
足
を
意
味
す
る
。
-
』
れ
ご
排
他
性
ご
の
関
係
は
決
し

て
軍
純
に
表
且
誕
の
関
係
に
立
つ
も
の
ご
は
見
難
い
。
排
他
性
の
存
し
ー
な
ほ
此
債
格
決
定
に
於
け
る
優
勝
性
の
存

せ
古
る
場
合
ゐ
り
、
後
者
存
し
て
そ
れ
が
前
者
に
伶
は
ぎ
る
場
合
が
ゐ
る
o

此
排
他
性
、
優
勝
性
共
に
存
せ
唱
さ
る

場
合
、

そ
こ
に
競
争
が
十
分
に
行
は
れ
る
ご
一
目
ひ
、
従
ひ
て
此
場
合
の
競
争
を
十
分
な
る
競
守
又
は
自
由
競
母
ご

云
ふ
。
此
自
由
競
争
の
名
稽
は
私
の
勝
手
に
奥
へ
た
る
も
の
に
非
争
、
従
来
の
陳
套
な
る
用
語
に
従
へ
る
の
み
。

而
し

t
今、

か
の
排
他
性
が
同
類
に
謝

Lτ
存
在
せ
古
る
の
み
な
ら
中
、
赴
曾
会
成
員
の
何
人
に
謝
し
て
も
存
せ

す
ご
せ
よ
、
こ
の
健
作
の
上
に
競
守
が
ゆ
〈
所
ま
で
行
は
れ
る
ご
す
る
、
そ
の
時
は
勿
論
債
格
決
定
に
闘
す
る
か

の
優
勝
性
も
存
し
な
い
(
こ
の
時
、
所
謂
平
等
者
り
枇
曾
が
ゐ
晶
、
所
謂
枇
合
的
品
川
業
の
上
に
立
つ
小
さ
な
濁
立

生
産
者
り
交
換
経
済
が
ゐ
る
O
)

炉
、
る
競
宇
セ
名
づ
け
て
完
全
な
る
競
等
、
己
一
五
ム
。
か
、
る
事
情
の
ド
に
於
て
企

業
が
極
限
的
の
委
ド
到
達
L
、
普
通
に
企
業
ご
稀
し
灘
、
き
も
の
ご
な
る
事
は
他
の
場
合
に
詳
論
し
た
る
通
り
で
あ

る。
特
殊
の
地
位
の
強
み
の
二
方
面
を
明
に
し
、
十
分
な
る
競
守
又
は
自
由
競
守
ご
完
全
な
る
競
争
ピ
の
函
別
を
明

論

主桂

濁
占
の
本
質

第
十
九
巻

(
第
五
疏

四
一
=
)

ハ
士
七



論

叢

描
占
の
本
質

第
十
九
巻

(
第
車
競

四
回
}

ハ
セ
八

に
L
た
れ
ば
、
進
み
て
嘗
面
の
問
題
に
立
も
入
る
べ
き
で
あ
る
が
、
な
ほ
珠
備
時
考
察
を
要
す
る
事
柄
が
ゐ
る
。

ぞ
れ
は
企
業
に
於
り
る
新
良
性
に
し
て
、
前
越
の
新
良
の
地
位
の
本
一
質
を
な
す
も
の
、
新
良
の
企
業
が
他
の
企
業

に
謝
し
て
有
す
る
特
徴
で
ゐ
る
o

生
産
物
の
債
格
の
形
成
の
上
に
は
企
業

ω排
他
性
E
全
然
同
一
の
作
用
を
替

ア
占
ア
ロ
ゴ
ン

む
。
云
は

v
濁
占
又
は
多
占
に
於
け
る
排
他
性
の
類
似
物
で
ゐ
る
。
競
争
を
ば
中
心
己
し
て
之
を
見
れ
ば
、
競
守

の
十
分
に
行
は
れ
う
べ
く
し
て
未
に
そ
こ
ま
で
行
は
れ

F
る
性
質
、
即
も
そ
の
未
存
性
ご
し
て
考
へ
得
る
。
こ
の

末
存
性
t
債
格
決
定
に
於
け
る
優
勝
性
正
の
聞
に
は
密
接
な
る
聯
絡
が
あ
る
り
れ
ど
、

二
者
は
必
予
し
も
表
裏
の

地
位
に
立
た
す
。
ニ
の
事
は
排
他
性
に
閲
七
て
述
べ
た
る
正
親
密
な
る
類
縁
を
有
す
る
。
こ
の
新
良
性
又
は
競
争

の
未
存
性
は
企
業
者
、
供
給
者
の
需
要
者
に
劃
す
る
強
み
に
非
す
し

τ他
の
同
類
に
謝
す
る
強
み
で
あ
る
o

同
類
に
謝
す
る
強
み
の
二
種
即
ち
排
他
性
古
新
良
性
、
士
買
買
の
相
手
に
封
す
る
強
み
吉
見
ら
る
べ
き
優
勝
性
、

比
三
者
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
競
争
の
自
由
、
郎
も
十
分
な
ら
F
る
事
を
意
味
す
。
前
の
二
者
は
同
類
相
互
の
問
に
於
け

る
競
争
の
或
る
程
度
に
於
け
る
制
限
に

L
て
、
最
後
の
も

ωは
、
債
格
を
自
己
の
望
h
u
所
に
定
め
し
め
む
ご
す
る

競
争
に
於
け
る
制
限
さ
も
見
得
る
(
詮
)
O

(
註
)

競
争
の
特
徴
官
以
て
、
引
闘
の
直
接
性
を
棋
「
知
に
あ
り
{
詳
細
は
拙
者
枇
合
問
中
概
論
第
三
篇
第
二
章
品
世
間
)
と
な
す
時
、

ζ

の
所
制
伺
格

晶
子
闘
は
設
叫
す
と
且
が
た
い
。
第
一
は
此
枯
よ
り
、
失
に
は
、
此
優
勝
怯
が
他
山
同
知
に
封
す
る
強
み
に
よ
り
て
存
谷
を
決
定
ぜ
、
b

れ
る
も
山
り
で
あ

る
結
よ
り
、
私
は
こ
れ
か
ら
車
る
競
宇
白
制
限
に
到
し
、
別
に
重
き
を
帝
か
ず
、
又
彊

f
私
見
を
主
張
し
よ
う
主
監
は
な
い
。



(
+
語
臨
す
)
(
+
韻
臨
す
)

【
多
占
白
地
位
へ
優
勝
怯

)
1
1
0
l燭
内
(
優
勝
性
)

¥
¥
戸
間
費
の
地
位
:
-
-
:
:
‘

完
全
な
る
競
争

|
i
自
由
競
争
八

/
/
/
『
方
法
目
新
良

{財

O

新
良
(
優
勝
性
)

(
+
誠
一
昨
附
守
)
(
+
珊
血
性
)

(
ー
一
群
附
る
)

。
は
不
完
全
描
占
白
地
位
を
示
す
。

競
争
の
制
限
の
種
々
な
る
場
合
に
閲
す
る
私
見
の
大
要
を
ば
前
表
を
以
て
示
す
。
完
全
な
る
競
争
を
制
限
す
る

仁
、
枇
曾
金
成
員
に
劃
す
る
企
業
の
排
他
性
(
屡
階
級
的
濁
占
古
稀
せ
ら
る
、
も
の
)
を
以
て
す
れ
ば
自
由
競
守
が

成
立
す
る

(
向
戸
由
競
争
が
慈
に
云
ふ
節
費
の
地
位
を
A

甘
み
得
ご
な
す
見
方
も
あ
る
が
、

ニ
の
駄
に
今
立
入
り
得
な

い
)
。
自
由
競
守
に
な
は
一
段
の
制
限
を
加
へ
よ
。

一
方
同
類
に
謝
す
る
排
他
性
を
加
ム
、

そ
れ
は
財
の
種
類
の
排

他
性
な
る
か
、
生
産
方
法
の
排
他
性
な
る
か
に
従
ひ
て
多
占
の
地
位
、
節
費

ω地
位
が
成
立
す
る
o

他
点
、
新
良

性
を
加
ふ
、
財
正
方
法
ご
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
新
良
の
地
位
が
成
立
す
る
。
排
他
性
を
真
に
進
み
て
完
全
な
る

も
の
ご
な
せ
ば
、
そ
ニ
に
猫
占
が
成
り
立
つ
。
由
民
買
に
於
け
乙
強
み
は
方
法
に
於
り
る
排
他
性
、
新
良
性
の
加
は

る
ご
て
も
成
立
せ
中
。
尉
の
種
類
に
闘
す
る
新
良
性
ご
排
他
性
に
つ
い
て
の
み
成
立
す
る
。
此
の
加
〈
見
来
れ

前

叢

調
占
白
本
質

第
十
九
巷

(
第
五
毅

四
五
)

六
七
九



前

叢

調
占
白
本
質

第
十
カ
を

(
第
五
焼

四
六
)

七
八

O

ば
、
極
限
の
場
合
ご
し
て
一
方
に
完
全
な
る
獅
占
が
あ
る
・

こ
れ
に
あ
り
て
は
競
需
が
全
然
存
在
せ
中
。
他
方
に

自
由
競
宰
が
ゐ
る
、

こ
れ
に
あ
り
て
は
企
業
の
階
統
的
占
有
を
離
れ
て
考
ふ
る
限
り
、
競
守
に
何
等
の
制
限
が
な

ぃ
。
而
し
て
現
貨
は
常
に
此
繭
極
限
の
聞
に
介
在

L
、
競
却
が
は
常
に
雑
多
の
制
限
を
受
け
る
o

此
制
限
は
排
他
性

か
新
良
性
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
競
争
の
或
る
程
度
に
於
け
る
不
能
(
従
ひ
て
不
存
)
及
び
未
存
を
意
味
す

る
。
同
一
の
企
業
は
比
雨
積
の
制
限
を
同
時
に
受
り
る
事
も
少
か
ら
十
ご
考
へ
ら
れ
る
。
飲
仁
完
全
な
る
濁
占
の

み
は
一
切
の
競
争
を
尽
け
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
其
他
の
特
殊
な
る
他
位
は
皆
或
る
程
度
に
於
て
制
限
せ
ら
れ
た
る
競

宰
を
伴
ム
。
何
等
か
の
特
殊
の
地
位
郎
も
強
み
の
存
す
る
所
濁
占
を
認
め
、
従
ひ
て
今
日
一
切
の
経
済
的
事
象
に

濁
占
の
普
遍
的
色
彩
を
認
む
る
ご
共
に
、
猫
占
の
中
に
競
宇
の
存
立
を
見
む
さ
す
る
怠
見
は
、

か
く
て
私
の
探
h

得
き
る
所
で
あ
る
o

割
払
は
今
ま
で
、
皿
判
占
ご
競
宰
ご
の
開
係
を
遮
4

た
。
穂
じ
て
濁
占
芭
債
格
Z
の
関
係
を
考
察
し
た
い
ご
思
ふ
。

七

調
占
債
格
の
決
定
に
つ
い
て

澗
占
師
慣
格
の
問
題
は
別
に
特
殊
の
考
袋
を
要
し
よ
う
。
滋
に
は
こ
れ
に
閲
す
る
従
来
の
研
究
を
前
提
Z
し
て
一

二
の
花
見
を
述
べ
る
に
止
め
る
。
普
通
に
潤
占
績
格
は
生
産
者
が
最
大
刺
潤
を
得
る
駄
に
定
ま
h
、
而
し
て
そ
れ

は
一
般
に
競
守
債
格
よ
、
り
も
高
き
傾
陶
あ
b
百
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
所
請
最
大
刺
潤
を
得
ゼ
し
め
る
債
格
芭
は
財
の



一
軍
位
嘗
り
の
趨
費
徐
刑
判
玉
買
買
せ
ら
れ
る
単
位
数
正
の
積
の
極
大
な
る
如
き
債
格
を
一
五
ふ
に
外
な
ら
旧
日
。
然
れ

い
と
も
、
私
は
'
』
れ
に
闘
し

τ
二
段
の
叙
過
を
添
加
し
た
い

lz思
ふ
。
第
一
、
凋
占
領
格
は
生
産
者
を
L
て
最
高
利

潤
を
待
せ
し
む
る
債
格
で
あ
る
ご
一
五
ふ
識
に
異
存
は
な
い
ヘ
然
れ
Y
」
も
凋
占
領
格
は
何
故
に
た
い
V

一
な
ら
さ
る
べ

か
ら

5
る
か
、
何
故
に
複
数
の
債
格
が
存
立
し
得
5
る
か
。
濁
占
者
が
杢
然
目
的
合
理
的
に
活
動
す
る
限
hJ
、
後

は
買
手
の
極
力
に
膝
じ
て
責
貨
の
債
格
の
指
令
し
得
ぺ
き
日
由
を
有
す
る
筈
で
あ
る
、
従
ひ
て
芸
能
力
の
異
な
る

限
h
、
異
な
れ
る
回
慣
格
に
於
て
之
を
寅
り
う
べ
〈
、
叉
之
を
責
ら
む
さ
力
む
べ
き
で
あ
る
o

今
上
の
固
に
於
て
凹

百'J

S 

αt ---~九
a 

。

ず
の
の
を
得
る
代
h
に
、
利
潤

を
需
要
曲
線

αを
生
産
費
を
一
不
す
線
な
り
古
す
れ
ば
、

れ
ば
、
例
へ
ば
ク
ル
ノ
オ
以
来
7

ア

V
ヤ

F

に
至
る
ま
で
、
明
確
に
断
定
せ
ら
れ

一
般
の
濁
占
債
格
論
に
よ

zjヨ
ヲ
日
:
、

千

'
p
v
品川
N

帝

M
F
J

、
供
給
ぱ
に
於
り
る
刺
潤
を
表
は
す
積

prn
が
他
の
如
何
な
ゐ
場

。

合
の
利
潤
を
表
は
す
積
よ
り
も
大
な
る
崎
、
ぽ
が
濁
占
償
格
古
な
る
。
然
れ
U
」

も
、
私
は
思
ム
、
彼
は
何
故
に
、
一
部
分
J
U

丈
け
を
ば
債
格
叩
を
以
て
冒
次
に
門

女
け
を
ば
債
格
川
町
を
以
て
叉
真
に

r
を
ば
山
ー
を
以
て
貰
・
9
、
之
に
よ
り
て
利
潤

ω

L
U
 

を
得
む
Z
せ
ゴ
る
か
。

山『
2
+
釦、『、
o-n
十
釦
ミ
F
、J
W
、、o

前
述
し
た
る
温
泉
の
持
主
を
想
定
せ
よ
o

彼
は
先
つ
入
港
料
を
ニ

C
ご
定
め
て
裕
客
一

0
0人
を
得
、
実
に
一

最
初
よ

論

濁
出
。
本
質

五
己
定
め

τ三
C
O人
を
得
、
次
に
一

ot定
め

τ六
0
0人
を
得
る
事
が
出
来
る
、
此
際
何
の
斜
に
、

マ
L
7
F
'
 

叢

第
十
九
巻

(
第
五
競

四
七
)



論

叢

調
占
の
本
質

第
十
力
巻

(
第
五
規

四
λ
)

/、

J、

h
一
0
1」
定
め
て
治
客
千
人
を
得

τ甘
す
る
や
。
若
し
然
り
ご
せ
ば
彼
は
利
盆
一
高
二
千
五
百
の
中
六
千
五
百
を

棄
つ
る
も
の
で
あ
る
o

彼
は
継
時
的
に
買
手
の
能
力
に
感
じ
て
債
格
を
定
め
得
る
の
み
な
ら
十
同
時
的
に
も
之
を

定
め
得
る
o

板
園
一
枚
を
以
て
庚
大
な
る
潜
場
を
四
五
に
匝
別
し
、
之
に
川
町
料
一
ス
U
‘

五、

一
O
等
ご
記
す
時

は
、
入
品
沿
ご
同
時
に
虚
条
を
買
は
な
ご
す
る
人
命
は
彼
を
し

τ同
儀
な
る
利
盆
を
得
せ
し
め
る
。
此
飽
カ
に
臆
十

る
原
則
に
し
て
極
限
ま
で
追
求
せ
ら
る
、
所
利
潤
は
前
闘
に
於
け
る
ロ
「
の
の
に
非
十
し
て
口
。
口
、
で
あ
る
、
債
格

は
貢
頁
せ
ら
る
、
財
の
車
位
数
だ
り
ゐ
h
得
る
。
現
寅
に
於
て
は
非
経
済
的
な
る

(
経
済
の
原
則
の
作
用
以
外
に

も
ご
っ
〈
)
顧
慮
正
其
他
の
事
情
が
此
栂
限
の
質
現
を
妨
げ
る
ご
は
一
五
へ
、
純
理
論
上
に
於
り
る
濁
占
領
絡
の
高

3
Z
濁
占
利
潤
の
大
き
ご
は
比
の
如
き
も
の
ご
考
へ
た

ν、
少
〈
も
私
は
今
、
此
考
を
す

τ、
通
設
に
従
ふ
べ
き

理
由
を
品
目
見
し
得
な
い
。

第
二
、
猫
占
償
格
が
寅
際
に
於
て
は
積
h
q

な
る
事
情
よ
り
し
て
前
闘
に
於
げ
る
積

P
F
2

を
極
大
な
ら
し
め
る

鈷
に
定
ま
る
ご
し

τも、
そ
れ
は
競
守
債
格
よ
h
宜
向
き
を
常
正
す
る
か
。
こ
れ
は
次
の
如
〈
に
答
ふ
ぺ
き
で
あ
る

z思
ふ
。
現
在
の
一
濁
占
者
が
自
由
競
争
に
奥
る
一
人
ご
し
て
現
在
の
仕
掛
を
以
て
生
産
す
る
時
に
受
取
る
債
格
は

彼
が
猫
占
者
ご
し
て
受
取
る
同
国
格
よ
b
も
大
抵
小
で
あ
る
o

然
れ
ど
も
、
現
在
の
供
給
額
が
多
数

ω人
々
の
競
守

に
よ

h
て
供
給
せ
ら
る
、
時
の
債
格
ご
そ
れ
が
猫
占
的
に
供
給
せ
ら
る
、
時
の
償
格
ご
を
比
較
す
る
時
は
、
組
織

に
よ
る
節
約
の
法
則
の
作
用
そ
の
他
(
こ
、
、
に
詳
述
せ
十
)
り
カ
に
よ
り
て
大
抵
は
後
者
を
小
な
b
吉
見
る
べ
き
で



る
o

特
に
最
も
注
意
す
。
へ
き
は
・
今
日
調
上
口
事
業
な
h
z
云
ふ
も
の
、
、
そ
の
排
他
性
は
決
し
て
必
中
し
も
十
分

な
ら
十
、
常
に
多
少
の
程
度
づ
、
潜
在
的
競
争
の
威
嚇

ω下
に
ゐ
る
o

従
ひ

τめ
未
然
の
競
争
は
常
に
所
詞
獅
上
口

者
を
し
亡
仕
掛
の
横
張
、
之
に
伶
ふ
生
産
費
の
低
下
ご
共
に
債
格
を
引
き
下
ぐ
る
の
己
む
な
き
に
至
ら
し
め
て
居

る
。
然
れ
ど
も
、
本
来
こ
の
問
題
は
財
の
需
要
の
弾
力
性
、
生
産
費
に
閲
す
る
報
酬
の
逓
減
涯
増
の
紋
況
な
ど
複

雑
な
る
事
情
を
顧
慮
し
、
穏
牟
な
る
定
刑
望
的
場
合
を
想
定
し
て
は
じ
め
て
答
解
せ
ら
る
目
、
き
事
で
あ
る
。
今
は
だ

vh
濁
占
債
務
の
一
般
に
競
宰
債
格
よ
り
も
宣
向
か
る
べ
し
ご
云
ふ
命
題
の
必
宇
し
も
成
立
せ
宇
Z
一
玄
ふ
事
を
越
ぺ
る

に
止
め
る
。

八

オ
ッ
ベ
ン

ハ
f
マ
ア
の
調
占
概
念

以
上
の
所
論
、
粗
漏
極
め
て
多
け
れ
ど
も
、
略
ぽ
濁
占
の
性
質
を
明
に
し
得
た
ご
信
す
る
o

私
は
こ
れ
に
閥
聯

し
て
、
濁
占

ω本
質
に
閲
す
る
異
見
を
考
へ
、
且
つ
濁
占
に
よ
り
て
利
潤
が
成
立
す
吉
一
五
ふ
濁
占
利
潤
詑
(
特
に

土
方
数
授
の
見
解
)
に
論
及
し
た
い

Z
思
ふ
。

濁
占
の
本
質
に
関
す
る
見
解
を
す
べ
て
の
重
な
る
間
学
者
に
就
い
て
考
察
せ
む
事
は
質
盆
な
き
の
み
な
ら
争
、
私

の
希
闘
す
る
所
で
も
な
い
。
私
は
炉
、
る
見
解
の
最
も
代
表
的
な
る
も
の
仁
し
て
オ
ツ
ペ
ン
川
イ

7
7
の
そ
れ
を

注
視
す
る
、
従
来
の
事
界
仁
ゐ
り
て
、
濁
占

ω概
念
を
重
硯
し
、
其
経
憐
曲
学
理
論
構
成
の
基
礎
E
な
し
た
る
事
、

論

諜

濁
占
四
本
質

第
十
丸
谷

(
第
五
税

四
九
)

ノ、
F、



論

議

描
占
白
本
質

第
十
九
巻

(
第
主
税

E
O
)
 

、L
1

ノ

Z
F
E

此

ω如
き
は
類
を
見
5
る
腕
で
ゐ
る
炉
ち
。

従
来
の
準
者
の
極
め

τ多
数
以
猫
占
の
本
質
を
供
給

ω支
配
詳
言
す
れ
ば
市
場
じ
於
け
る
金
供
給
量
の
草
意
的

又
は
排
他
的
統
制
仁
求
め

t
居
る
。
而
し
て
此
統
制
吉
一
五
ふ
の
に
は
事
買
に
於
て
供
給
量
の
伸
縮
が
意
味
せ

L
め

ら
れ

τゐ
る
o

然
れ
ど
も
、
細
則
占
者
は
一
定
の
償
給
に
於

τ-
定
の
数
量
を
供
給
す
る
事
は
ゐ
る
が
債
格
を
異
に

す
る
に
つ
れ
て
必
歩
L
も
此
数
量
e

官
接
化
せ
し
め
る
事
は
な
い
。
従
ひ
て
私
は
濁
占
の
本
質
を
財
の
供
給
量
の
方

面
に
求
む
べ
き
に
非
宇
し
て
共
同
唄
格
の
方
面
に
求
む
べ
き
で
あ
る
ご
考
へ
、
之
を
以
て
償
格
の
自
由
な
る
指
令
に

ゐ
h
Z
な
し
た
。
然
る
に
オ
ツ
ベ
ン
』
イ
マ
ア
の
濁
占
削
酬
は
全
然
こ
れ
ら
多
〈
の
朗
宇
者
の
そ
れ
ご
類
を
異
に
す

モ
ノ
ポ
合
ル
タ
ゲ
イ
シ

る
。
こ
れ
仁
よ
れ
ば
濁
占
は
一
一
仰
の
枇
曾
的
な
る
勢
力
的
地
位
で
ゐ
る
、
其
地
位
じ
あ
る
も
の
を
し
て
濁
占
刺
盆

を
得
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
、
又
は
岡
田
格
闘
争
に
於
け
る
優
勝

ω地
位
で
め
る
。
今
其
繰
返
さ
れ
た
る
説
明
の
文

句
か
ら
二
三
の
例
を
抜
〈
。

( 

同
) 

〉一

ω
足
。
ロ
。
唱
。
-
t
2
0
F岳
ロ
E

言
内

2
ロ
何
問
。
m
E一
円
げ
白
骨
目

n
y
o
Z
F
o
r号
0
2
5
P
己記
H
P
4
2
P
N
Z
J
R
F
O
ロ

H
7
5
E
H口
町
包
宮
吋
ロ
ロ
L

自
己
司
。
ロ
冨
】
何
回
-5ι
司
ロ

ι
2
0
2
5
-
-
mの
-MMN町内

4
2同月間円出
-EHnyo
固
め
自
己
居
口
問
。
ロ

o
E
Z
T
O
F
品
。
ロ
何
コ

NZ『
O}問。

]Oロ
司
、
己
司
ぜ
向
。
ロ
。
自
己
-H2-

E
D
Oロ
日
再
O
ロ。司
O]問。巧
5
3
0
H
r
m
H
Z

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
調
出
は
街
占
閥
悼
と
云
ふ
程
滅
的
側
係
を
成
立
せ
し
む
る
所
以
の
枇
合
的
勢
力
あ
る
地
位
て
あ
る
ω

調
占
闘
悼
と
は
調
占
者

(
四
割
者
)
が
市
制
心
地
位
に
立
た
ざ
る
者
(
弱
者
)
に
劃
し
て
立
ワ
一
の
批
合
経
済
的
闘
係
で
あ
る
a
此
開
帳
に
あ
り
で
は
、
強
者
自
所
得
が
か
ゐ
る

地
位
に
あ
ら
ざ
る
も
の
ミ
所
得
よ
り
一
定
額
だ
け
高
い
(
彼
等
が
同

-
u
費
格
の
第
働
力
量
以
て
、
同
一
四
時
間
、
同
一
倍
強
度
目
勢
働
を
な
す



と

ーζ
) 

O 

ftt 

定
相
訪《
4置
占
釆日
主主
を
泣
悼
す
る
O(~::: 

( 

回
) 

同

E

Z
。
3
0
E
]
耳
色
百
〈
。
関
口
問

4
2
H何回。ロ

E
H
H
M耳
目
]
自
』
u
F
σ
σ
E
7
0ロ
斗
弘
己
主
戸
弘
器

ω
牛

F
O

同
。
ロ

rz司
Z
N
E
n
Z
5
-
r
m
p
o
H

問
問
U

戸内

w-m
コ
rhdEロ
。
品
。

h
込山岡町」
J

比
定
詣
に
よ
れ
ば
崩
占
は
競
争
心
完
全
に
白
山
へ
こ
れ
は
私
自
用
語
を
以
て
ナ
れ
ば
兎
長
な
る
)
な
ら
ぎ
る
所
に
拝
す
る
儲
持
争
岡
上
山
優
勝
な
る

地
位
て
あ
る
c
共
考
に
よ
れ
ば
競
争
が
定
量
に
自
由
な
る
場
骨
に
は
静
的
競
争
慣
格
が
成
立
す
る
d

然
れ

E
も
競
品
ず
の
存
せ
ざ
る
印
刷
そ
と
に
、
曲

度
な
る
「
交
換
の
挺
求
の
一
力
的
念
泊
」
が
あ
る
、
而

L
て
、
か
〈
し
て
成
立
す
る
崎
市
債
格
白
限
界
を
劃
す
る
も
り
は
買
手
。
能
力
に
外
な
ら

向
。
競
争
の
存
し
て
も
完
士
に
自
由
な
ら
ざ
る
所
、
な
ほ
或
る
程
度
に
婚
で
川
町
占
償
措
が
成
立
し
、
競
争
償
栴
目
成
立
が
妨
げ
ら
れ
V

る
。

( 

叫
) 

何

E

Z
。
ロ
。
可
。
ご
丸
山
宮
司
戸
一
司
吉
田
自
民
ぬ
弓

Z
2
1
t
s
ω
何
回

2
Z
Zロ
品
〈
司
}
戸
山
一
吉
】
凶
担
問
庄
の

FE=ω

空
】

4
2
Y巴
Z
Z
N
5
ω
与
の
ロ

Hvma。
口
内
川
口
町
一
ロ
LNJJ可
戸
ベ
明

-En『
p
z
m
E
E
0
3
4
h
H
m巴
d
p
p
口
n
r
o
v
-と
urJ】Qω
一戸。ロ

-ι-σ
目

}μ

『何回同戸-ロ『

5
C内司

ι川
戸
凶
同
ヨ
リ
]
戸
円
。

z
o
H
1
Z
5
『戸}内門戸凶口}凶作

宮
川
戸
の
}
民
間

σdhdrHA一
〈
。
ロ
山
口
ι司
の
ロ
4
F
M

〈
】
ス
切
の
7mw「
E
唱

2
ω
C口
内
口
己

3
2戸時間何百一
HnroFA出
向

Z口問

N
C
m
ユmwロ
m
m
p

こ
れ
に
よ
れ
ば
到
占
は
人
々
の
闘
係
又
は
櫨
利
そ
白
も
白
て
あ
る

(
l
k
於
て
は
猫
占
と
描
出
関
係
と
が
師
別
せ
ら
れ
た
)
。
詳
言
す
れ
ば
経
済
的

(
 

に
勢
力
あ
る
地
位
に
件
な
ら
ず
、
他
心
所
制
軍
純
な
る
僻
利
と
具
な
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
が
「
物
に
よ
り
て
仲
介
せ
ら
れ
る
」
こ
と
に
存
す
る
c

此
際

勢
力
的
地
位
に
伴
ふ
利
誰
{
所
品
調
占
利
益
)
が
財
に
劃
す
る
則
自
交
換
に
於
℃
質
現
せ
ら
れ
る
。
甲
純
な
る
樫
利
に
あ
り
て
は
給
付
が
一
方
的
義

務
的
で
あ
る
に
止
ま
る
。
此
「
物
に
よ
り
て
仲
介
さ
れ
る
」
告
は
如
何
と
云
ふ
に
、
此
際
、
勢
力
あ
る
地
位
は
完
全
に
白
山
な
る
競
す
の
除
却
に
存

す
る
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
交
換
の
金
要
(
ロ
コ
ロ
岡
山
汚
r
r
o己
骨
ω
〉

zm出
口

R
E
ω
)
は
之
を
自
向
な
る
競
羽
目
場
令
に
比
す
る
に
描
占
者
白
倒
に
小

3
 
5
 

に
L
て
其
相
手
の
側
に
大
で
あ
る
。
か
〈
て
描
占
者
は
無
償
に
給
付
を
得
る
事
宜
上
の
勢
力
を
得
る
。

も
し
此
濁
占
概
念
に
組
織
的
説
明
ヶ
加
べ
ひ
さ
す
る
な
ら
ば
、
葉
桜
務
理
論
の
会
館
、
特
に
債
格
論
を
詳
述
し
な

り
れ
ば
な
ら
泊
、
而
も
ニ
の
小
篇
は
よ
れ
を
許
さ
い
γ

る
が
故
に
、

か
、
る
知
識
を
前
提
言
し
て
濁
占
本
質
に
閲
す

前

叢

濁
占
の
本
質

(
第
玩
競

五

) 

ハ
人
王

第
十
九
巻

OppenheiIner. Theorie d. r. u. p. Ocko日omic.S. 235-236 
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論

叢

調
占
山
本
質

第
寸
九
巷

(
第
五
蹴

五

) 

六
λ
六

る
断
章
を
列
暴
し
て
、
某
見
解
の
大
抽
胞
を
示
す
に
止
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
て
知
h
得
る
其
猫
占
概
念
の
特
徴
は
略

ぽ
次
の
如
き
も
の
で
ゐ
る
。
一
完
全
に
自
由
な
る
競
争
の
存
せ
ざ
L

る
所
仁
は
或
る
程
度
に
於
げ
る
調
占
が
ゐ
る
。

二
濁
占
ご
云
主
演
格
争
闘
上
の
強
み
ゐ
る
地
位
は
常
に
濁
占
利
盆
を
件
ふ
。
此
濁
占
利
盆
は
交
換
に
於
て
得
ら
る

る
も
り
で
あ
る
o

札
は
恩
ム
。
此
濁
占
概
念
は
明
に
、

一
般
の
濁
占
概
念
ご
相
蔽
ふ
も
の
に
非
歩
、

そ
れ
は
同

の
事
象
の
本
質
の
捉
へ
方
に
差
異
ゐ
h
Z
云
ム
よ
り
も
寧
ゐ
、
其
包
括
す
る
事
象
の
範
囲
に
著
し
き
差
異
が
ゐ

る
o

私
の
用
語
を
以

τす
れ
ば
、
完
全
な
る
競
争
の
存
す
る
所
に
の
み
猫
占
は
存
せ
十
、

一
般
に
競
争
の
金
〈
行

は
れ

g
る
所
に
の
み
濁
占
が
あ
る
吉
一
式
ふ
濁
占
は
、
一
具
に
康
き
意
味
の
濁
占
一
般
の
極
限
的
な
る
場
合
を
指
す
に

外
な
ら
m
H
o

か
く
て
其
見
解
に
よ
れ
ば
競
守
芭
濁
占
ご
は
相
排
除
す
る
概
念
に
非
宇
し
て
相
関
概
念
で
あ
る
。
完

会
に
自
由
な
る
競
争
こ
そ
濁
占
を
件
は
ゴ
れ
、
主
(
他
の
所
謂
制
限
せ
ら
れ
た
る
競
宰
は
常
に
あ
る
程
度
の
調
占
を

伶
ふ
o

而
し
て
、
反
劃
の
方
面
よ
hJ
云
へ
ば
、
完
全
な
る
濁
占
に
於
て
す
ら
財
の
車
位
相
互
の
問
に
競
市
ず
が
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
不
完
全
な
る
濁
占
は
皆
何
等
か
の
制
限
せ
ら
れ
た
る
競
争
を
伴
ふ
o

か
、
る
意
味
に
於
り

る
濁
占
に
よ
り
て
包
括
せ
ら
る
、
も
の
は
な
が
前
に
特
殊
の
地
位
百
し

τ列
由
帯
し
た
る
も
の
、
殆

E
全
部
に
及

ぶ
。
即
も
を
れ
は
完
全
な
る
、
又
は
不
完
全
な
る
濁
占
の
外
、
多
上
口
、
節
費
の
地
位
、
財
mv
稀
類
に
於
り
る
新

良
、
生
産
方
法
に
於
り
る
新
良
の
す
べ
て
の
も
の
を
合
む
。
但
し
こ
れ
は
一
の
制
限
の
下
に
於
て
。
即
も
濁
占
は

物
的
優
秀

ω
み
に
存

L
人
的
優
秀
に
存
せ

4
3」
一
玄
ふ
制
限
の
下
に
於

τ。
換
言
す
れ
ば
允
ヤ

ωmwn『
--nro

心
5-T



宗
主
oロ
の
み
が
燭
占
の
中
に
合
ま
れ
日
出
E
E
-
-
n
g
O
E
-
-
F且
5
ロ
は
す
イ
て
其
中
よ
り
除
外
せ
ら
れ
る
。
人
そ

の
も
の
ぜ
離
す
べ
か
ら

F
る
特
徴
例
へ
ば
優
秀
な
る
一
官
業
家
、
闘
商
師
の
技
協
の
如
き
は
濁
占
の
闘
せ
さ
る
所
で
あ

る
。
か
〈
て
其
所
謂
濁
占
は
次
の
如
く
に
表
示
せ
ら
れ
得
る
叫

{ロヨ
ω白
骨
)

E 

R時

"" cro的
~ J田

戸占
守 F
良、
戸---'-'
J!f、財、
白、目、
生、組、
産、類、
方向に、
法、於、
に、・b丁、
方号、る、
け、
る、
、』ー~-

〔

1車、
lh、
〕

濁
白
(
足
。
ロ
O
U
E
)

へ
完
全
碕
占

一p
g
bロ
旨

g口
問
間
信
長
。

E
Z
H
U
同

E
E
5ロN

永

蹟

的

描

占

~

制

限

せ

ら

れ

た

る

競

争

に

伴

ふ

燭

占

円

p
p〕

E
E
E
e
ω
冨
・
一
明
白
=
骨
円
ロ
】

nFZF】一『刊のげ
o
z
z
p
ω
σ
2
官
円
空
Erno口
開
。
ロ

HE同町宮
N

圏

、

、

、

、

、

F

弟
盛
田
形
成
せ
ら
る
L

場
合

P
濁
占
(
前
者
白
一
場
合
)
〔
節
費
白
地
位
〕

d
z司
自
民

ι
由
N

毛
色
耳
ロ
同
mw--2
・
ι島日芯0
回虫】
E己
EHロμ問
乱
岳
内
W凶

ωσσ
吋Eω白E一hb司ロμ=3旦件
z伶由同ロμ
凶

釦EzEω
【

ι同出丈H見『『F伶日旦戸
E似包]品コ耳昨百0
(

】司UJ同E。買〔巳E-Ez古
5
ロ日悶目。ロ。毛司。巴
-G) 

(
出

Ezr)

(
前
去
、
黙
綜
を
附
し
た
る
も
り
は
私
山
分
類
。
用
語
を
そ
O
ま
ミ
添
加
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
な
は
私
は
此
棄
を
以
て
司
オ
ツ
ペ
シ
ρ

イ
マ
ア
白

摘
出
分
担
白
組
織
的
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
主
張
し
な
い
。
た
い
&
私
自
今
立
て
る
立
場
か
ら
其
瓦
解
を
綜
合
す
れ
ば
、
恥
ゐ
る
表
を
作
切
上
げ
る

事
も
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
に
止
ま
る
。
而
の
み
な

b
f、
此
去
は
ジ
ユ
ム
ベ
エ
タ
ア
と
の
4
1
地
調
占
に
闘
す
る
論
争
を
主
眼

εし
た
る
表
を
土
喜

に
し
た
る
も
の
ず
、
他
白
立
場
か
ら
見
れ
ば
著
L
〈
不
十
分
な
る
射
が
あ
る
。
制
へ
問
、
階
穀
掛
町
白
内
容
は
土
地
に
闘
す
る
も
の
h
M
灯
、
此
表

に
合
室
れ
て
ゐ

t
r。)

き
て
、

オ

ヴ

ベ

ン

ρ

4

7

ア

ω猫
占
概
念
は
如
何
に
し
て
成
立
し
得
る
か
。
換
言
す
れ
ば
、

一
般
の
獅
占
概
念

請

議

六
八
・
七

調
占
町
本
質

第
十
九
巻

(
第
五
時
緋

E 

) 
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前

業

揃
山
の
本
質

第
十
品
川
各

(
第
五
挽

五
四
)

ハ
λ
入

を
す
て
之
を
従
属
概
念
ご
し
て
包
括
す
る
康
義
の
猫
占
概
念
日
仏
何
故
に
是
認
廿
ら
る
ぺ
き
や
o

ヲ
ぞ
れ
は
一
一
百
に
l

て
J

引
く
る
o

此
民
議
の
濁
占
己
一
目
ふ
何
等
か
の
特
殊
な
る
地
位
(
勢
力
ゐ
る
地
位
)
が
す
べ
て
刑
潤
を
件
ひ
・
而
も

そ
れ
が
普
通
に
一
五
ム
猫
占
利
潤
己
実
本
質
を
一
に
す
る
が
故
で
あ
る
。
従

οτ
此
主
張
的
是
非
は
二
つ
の
命
題

ω

是
非
に
か
、
る
o

其
一
、
其
所
説
猫
占
、
的
も
何
等

hrω
意
味
に
於
け
る
競
守

ω制
限
は
市
仁
必
中
刺
潤
(
底
義

に
於
け
る
)
郎
も
超
袋
依
剰
を
件
ひ
而
も
超
柴
崎
帥
剰
は
す
ぺ
て
此
の
如
〈
じ
て
の
み
成
立

τ
品
。
共
二
、
此
超
費

俳
剰
の
成
立
す
る
機
構
、
即
も
道
行
内
J

組
み
立
て
は
狭
義
の
濁
占
利
潤
の
そ
れ
=
相
同
じ
い
o

蓋
l
若

L
此
三
の

命
題
に
[
て
是
認
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
溺
占
の
概
念
を
今
ま
で
の
如
〈
狭
き
範
簡
に
閃
ぢ
込
め
る

代
り
仁
、
庚
義
の
刑
判
占
刺
潤
を
件
ふ
す
べ
て
の
場
合
を
包
括
せ
し
む
る
事
が
経
済
率
の
理
論
構
成
の
上
に
必
要
な

る
事
ご
な
る
o

特
殊
の
地
佼
ご
超
袋
俄
剃
ご
が
企
〈
相
表
某
す
る
事
柄
で
あ
る
な
ら
ば
、
而
し
て
前
者
に
よ
り
て

後
者
が
直
接
に
又
一
段
に
説
明
し
得
ら
る
べ
き
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
普
通
の
濁
占
ご
其
他
の
特
殊
の
地
位
記
の
間
に

境
界
線
を
引
〈
事
は
準
向
上
何
等
の
理
由
も
な
い
o

又
前
者
に
よ
り
て
後
者
の
成
立
す
る
道
行
が
濁
占
に
よ
り
工

濁
占
利
潤
の
成
立
す
る
の
ご
一
性
質
を
一
に
す
る
な
ら
ば
、
猫
占
概
念
を
推
し
厳
め
て
ゐ
ら
ゆ
る
特
殊
の
地
位
を
包

括
せ
し
め
る
外
に
麹
嘗
の
仕
方
は
な
い
、
他
の
概
念
の
下
に
こ
れ
を
包
括
せ
し
め
る
の
は
道
理
な
き
事
で
あ
る
ご

思
は
れ
る
o

然
ら
ば
明
』
の
第
一
の
命
題
は
成
立
し
得
る
や
。
花
は
注
意
合
先
づ
主
(
所
謂
正
首
利
潤
に
集
中
す
る
、
換
言
す
れ



ば
階
級
濁
占
に
集
中
す
る
。
オ
ッ
ペ
Y

A

イ
マ
ア
自
身
も
越
ぺ
た
る
が
如

i
、
第
一
攻
的
の
問
題
は
正
常
利
潤
に

ゐ
る
(
ロ
自
ロ
巳
n
Z
E
2
d
o
t
2勺
g
p
ι
2
己。
HMハ
V-E-宮
内

2

r円
己

E
H
E
H
H
M
m
p
E
]
U
E
E
g
y
ω
Oロ
ι
2ロ
ι
2
ロ。吋冒とめ

司
吉
田
刊
号
ω
E
P
Eロ
g
P
5
2邑
E
E
G
o
-
E
m
m
g
g
R
2
0ロ
関
山
ち
弘
一
u
z
p
)
。
主
(
見
解
に
従
ふ
時
、
此
問
題
は
次

の
如
く
に
し
て
解
決
せ
ら
れ
る
。
階
級
的
懸
隔
の
結
旧
市
ご
し
て
・
勢
働
者
ご
労
働

ω
需
要
者
た
る
資
本
家
ご
り
間

に
購
買
濁
占
が
成
立
す
る
o
購
買
濁
占
に
あ
り
て
は
買
手
が
其
償
低
よ
り
も
低
き
針
債
を
以
て
買
ひ
入
れ
、

に
濁
占
利
盆
を
得
る
c

資
本
家
が
茸
(
労
働
者
に
費
し
て
有
す
る
購
買
濁
占
に
よ
り
て
得
る
此
濁
占
利
盆
の
す
吋
て

が
正
常
利
潤
を
形
成
す
る
。
そ
れ
以
上
の
超
過
利
潤
は
特
定
の
資
本
家
が
他

ω資
本
家
に
封

L
て
有
す
る
優
秀
な

る
地
位
に
負
ふ
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
日
Z
E

ι
2
2。
E
E
q
E
E
E仲
間

F
E
E
E。ロ
OMXLmmdJEW

斥
円
台
与
の
門
司
B
p
t
a
=
ω
-
M
m
E
Hハ
宅
一
宮
一
の
戸
P
H
]
ι
σ
2
2と
日
。
ロ
o-uo-m22p
私
は
今
、
此
正
前
利
潤
の
形
成
に
闘

げの釦の}再
o
g
o
r
-

す
る
オ
ッ
ペ

y
ρ

イ
マ
ア
の
説
明
に
立
ち
入
り
て
叙
述
す
る
徐
裕
を
有
し
な
い
、
私
は
-
】
れ
を
省
略
し
な
が
ら
、

な
ほ
他
の
立
場
か
ら
か
、
る
見
方
を
是
非

L
得
る
ご
思
ふ
。

此
知
に
関
す
る
私
見
の
要
領
を
先
づ
述
ぺ
る
o

正
鵠
利
潤
の
形
成
に
釣
し
て
所
論
階
級
濁
占
が
意
義
な
し
さ
云

ふ
の
で
は
な
い
、
併
し
な
が
ら
階
級
溺
占
か
ら
本
質
必
然
的
に
は
何
等
の
超
費
伶
剰
も
生
じ
京
市
ら
な
い
、
従
ひ
て

E
常
利
潤
は
唱
』
れ
か
ら
必
然
的
に
生
れ
出
で
る

ωで
は
な
い
。

か
〈
て
利
潤
ご
特
殊
の
地
位
ご
が
相
表
裏
す
ご
云

ム
命
題
は
成
立

L
な
い
。
今
此
主
張
の
説
明
に
移
る
。
購
買
濁
占
は
同
情
格
の
一
上
に
如
何
な
る
作
用
を
有
す
る
か
o

品有

議

ハ
八
九

樹
占
の
本
質

第
十
九
巻

(
部
五
競

五
五
)

、
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諭

議

猫
占
の
本
質

第
十
九
告

(
第
五
第

五
大
)

ハ九
O

オ
ッ
ペ
ン

ρ

イ
マ
ア
は
謂
へ
ら
〈
、

司
、
れ
に
ゐ
り
て
舗
占
者
は
静
的
競
守
田
恒
締
よ
り
も
低
き
債
務
に
於
て
買
ひ
入

れ
る
o

今
日
労
働
者
は
其
勤
勢

ロ
HOE円
ご
云
ふ
財
の
供
給
者

t
L
て
市
場
に
立
つ
o

而
も
、
彼
は
購
買
濁
占
閥

係
の
故
に
、

一
】
れ
を
競
争
債
格
以
下
に
於
て
責
る
、
ニ
、
に
俄
剰
債
値
の
成
立
が
看
取
せ
ら
れ
る
。
-
』
れ
丈
は
先

づ
是
認
す
る
ニ
吉
、
し
て
諭
を
進
め
る
。
然
れ
刊
と
も
困
難
は
次
の
貼
に
あ
る
。
購
買
凋
占
に
よ
り
て
買
取
ら
れ
た

る
財
は
如
何
な
る
債
格
に
於

τ寅
ら
れ
る
が
。
私
は
思
ム
、
必
十
し
も
、
買
値
よ
ち
高
き
債
格
に
於
て
い
は
な
い
。

比
怖
貰
せ
ら
れ
る
財
は
享
楽
財
(
消
費
財
)
か
生
産
財
か
の
何
れ
か
で
あ
ら
う
。
第
一
に
消
費
財
の
場
令
を
考
へ

る
。
二
の
債
格
の
聞
に
差
異
ゐ
る
可
能
は
動
態
以
外
に
於

τ認
め
ら
れ
ぬ
。
濁
占
者
か
ら
此
消
費
財
を
買
収
る
も

の
あ

h
ご
す
れ
ば
・
彼
は
被
濁
占
岩
(
か
り
に
か
、
る
造
語
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
)
か
ら
も
直
接
仁
買
取
b
得
る
、

従
ひ
て
此
値
切
ら
れ
た
る
濁
占
債
格
よ
b
高
き
債
格
に
於
て
之
を
買
ひ
入
る
、
事
は
あ
h
J
待
宇
‘
従
ひ
て
競
雫
慣

格
に
於
て
之
を
買
入
る
、
事
は
あ
h
得
な
い
。
然
ら
ぽ
生
産
財
の
場
合
に
於
工
は
如
何
。

ー
ッ
ペ

y
ρ

イ
マ
ア
設

に
閲
す
る
考
察
ご
し

τは
場
合
を
二
に
品
川
つ
必
要
が
あ
る
。

一
は
軍
意
的
購
買
猫
占
(
普
通
に
云
ム
需
要
の
濁

占
)
、
二
品
多
意
的
濁
占
。
後
者
よ
b
吟
味
す
る
o

買
手
が
多
数
に
し
て
、
而
も
、
各
自
皆
競
争
贋
格
以
下
に
生
産

財
を
買
入
れ
花
・
り
ご
せ
よ
。
比
生
産
財
に
よ
り
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
財
り
債
格
如
何
。
此
生
産
物
の
生
産
費
は
他

の
費
目
線
計
正
此
生
産
財
の
濁
占
師
慣
格
(
買
値
)
ご
の
合
計
に
止
ま
る
、
生
産
物
が
任
意
に
増
加
し
得
ら
る
、
財
で

あ
る
限
h
J
、
此
生
産
費
以
上
に
債
格
は
高
ま
り
得
な
い
。
結
局
、
生
産
財
は
買
値
以
上
に
責
ら
れ
符
な
い
。
他
の



作
産
者
の
一
部
が
此
生
産
財
を
使
用
し
得
、
さ
る
事
情
仁
ゐ
る
か
、
生
産
物
の
数
量
が
枇
曾
の
需
要
に
膝
じ
得
さ
る

時
は
超
品
質
給
制
引
か
存
存
F
)
得
る
ご

L
て
も
、

そ
れ
は
自
ら
別
の
問
題
で
あ
る
。

か
く
て
私
は
次
の
原
則
を
立
し
得

る
o
購
買
濁
占
に
於
て
買
入
れ
た
る
財
は
買
値
以
上
の
債
格
に
於
て
貰
ら
る
、
事
施
は
歩
。

-
』
れ
丈
け
を
前
提
ご

し

τ私
は
一
見
に
考
へ
る
o
努
働
メ
は
動
勢
は
競
争
債
格
以
下
に
於
て
買
は
れ
る
、
然
れ
ど
も
、
之
-T
以
て
生
産
せ

ら
れ
た
る
財
を
震
る
事
に
よ

h
、
濁
占
者
た
る
資
本
家
(
之
を
企
業
者
ご
恒
別
せ
十
し
て
云
ふ
)
は
か
の
生
産
財
を

競
増
す
国
慎
格
共
他

ω買
値
以
上
に
於

τ鱒
責
す
る
事
は
出
来
な
い
(
此
表
明
に
は
非
理
論
的
な
る
貼
ゐ
る
が
)
。

オ
ツ

ベ
ン
』
イ
マ
ア
は
云
ふ
、
資
本
家
は
三
百
馬
克
の
静
的
競
守
岡
恒
格
を
有
す
る
勤
労
を
百
五
十
馬
克
を
以
て
買
入

れ
.
之
を
寅
る
時
に
は
(
生
産
物
ご
し
て
)
三
百
馬
克
を
得
る
、
此
百
五
十
馬
克
が
正
常
の
利
潤
を
形
成
す
正
。
然

れ
V
L
も
百
五
十
馬
克
を
以
て
買
入
れ
た
る
も
の
は
百
五
十
馬
克
に
於
て
責
ら
る
、
外
に
何
の
道
ゐ
り
や
。

ロ
" 円

冨。ロ。日
u
O胃
E
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Z
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B
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汁
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自
岡
山
向
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ロ

E
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" 同

]-B且
c
r
E
ぐ
呂
志
。
-
山
{
切

回目

ロー
国

冨
o-ロ。唱。

-mgユ
ロ
ロ
己

t
q
』

F-
ーのロ

C
E
qロ
各
自
己
宮
町
ロ

N 
E 

ロ
ロ
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『
口
品
。
汁
且
O
ロ

ロ
O
D目
白
]
内
回

関向者一

z
q
E
E

吉
一
五
ふ
見
解
は
会
〈
其
根
僚
を
有
せ

す・

か
〈
て
前
に
遁
ぺ
村
山
る
第
一
の
命
題
が
否
定
せ
ら
れ
る
。
其
所
謂
樹
占
ご
超
費
品
開
剰
芭
は
相
表
裏
す
る
も
の
に

非
中
、
制
限
せ
ら
れ
た
る
競
争
に
し

τ利
潤
を
件
は
ゴ
る
も
の
が
あ
る
o

而
も
、

か
の
正
常
利
潤
の
設
明
は
経
済

挙
中
心
の
問
題
な
b
さ
オ
ッ
ベ
ン
川
イ
マ
ア
自
身
は
云
ふ
、
濁
占
概
念
の
燐
張
の
主
要
な
る
根
擦
は
こ
れ
に
よ
h

論

護

猫
占
の
本
質

第
十
九
巻

(第
E
腕

五
七
)

ノ、
jし



論

叢

調
占
白
木
質

第
十
九
巻

(
第
五
貌

五
八
)

九

て
正
常
利
潤
を
説
明
せ
む
ご
す
る
黙
に
存
し
た
b
z
見
な
げ
れ
ば
な
ら
品
目
、
此
根
擦
は
今
や
夫
は
れ
工
ゐ
る
。
E

次

-
般
に
超
費
時
附
剰
の
成
立
す
る
道
行
は
狭
義
の
刑
判
占
利
潤
の
そ
れ
に
同
じ
さ

か
。
ニ
れ
を
根
祇
よ
b
是
非
す
る
事
は
業
債
値
説
会
館
の
組
み
立
て
じ
立
も
入
る
事
な
〈
し
て
は
不
可
能
で
あ
る

に
私
は
第
二
の
命
題
を
吟
味
す
る
。

ご
思
ふ
。
然
れ
ど
も
、

たい
V

そ
の
支
持
し
難
き
事
を
論
調
叫
す
る
矯
に
は
必
や
し
も
之
を
必
要
Z
し
な
い
。
オ
V

ベ

ン

ρ

イ
マ
ア
に
よ
り
て
、
超
費
俄
剰
一
般
が
狭
義
の
濁
占
利
潤
古
性
質
上
に
同
現
せ
ら
る
、
理
由
は
次
の
鮎
に
存

す
る
。
濁
占
(
こ
の
場
合
狭
義
の
そ
れ
を
指
す
)
ご
競
争
ご
が
相
調
立
す
る
も
の
に
非
守
、
制
限
的
競
守
(
所
謂
自

由
競
争
も
そ
の
一
場
合
に
過
ぎ
す
)
の
栂
限
こ
れ
溺
占
に
外
な
ら
白
υ

業
問
に
程
度
の
差
異
ゐ
り
て
質
の
差
別
は

E、
0

2
6
L
 

-
-
れ
目
立
中
行
的
に
、
狭
義
の
制
御
占
債
格
的
り
檎
成
ご
共
他
の
超
費
徐
剰
の
構
成
ご
の
間
に
は
た
い
程
度
の
差

異
の
み
が
認
め
ら
れ
る
。
比
境
界
の
抹
消
は
思
ふ
に
次
の
如
く
に
し
て
企

τら
れ
て
ゐ
る
。
軍
一
の
濁
占
者
の
み

存
す
る
時
私
、
同
慣
格
の
構
成
に
於

τ決
定
的
な
る
も
の
は
た
い
供
給
せ

E
れ
た
る
数
量
の
み
、

ニ
の
数
量
が
績
格

を
決
定
す
る
こ
ご
に
つ
い
て
は
他
の
場
合
三
少
し
も
異
な
る
結
は
な
い
o
数
多
の
競
守
者
の
封
立
す
る
場
合

於

て
も
、

例
へ
ば
多
占
の
場
合
仁
就
い
て
見
る
に
、
供
給
者
相
互
間
仁
暗
駅
の
一
致
が
存
在
す
る
に
至
る
。
こ
れ
ご

狭
義
の
場
合
ご
債
格
の
機
構
全
然
一
で
あ
る
ο

思
十
兎
徐
剰
は
「
交
換
要
求
の
一
方
的
急
迫
」
に
基

ν
て
存
す
る
。
さ

τ
こ
れ
丈
の
主
張
が
是
認
せ
ら
品
、
な
ら
は
、
少
〈
も
私

ω蕊
に
遁
べ
十
ひ
正
す
る
難
貼
は
消
滅
す
る
。
然
れ
ど

も
、
組
側
占
正
多
占
E
の
間
既
に
債
格
構
成
上
明
白
な
る
差
異
を
存
す
る
。

一
方
に
は
債
格
の
指
令
あ
れ
ど
も
他
方



に
は
一
回
れ
な

L
。
多
占
に
於
て
陪
黙
り
一
致
め
り
ご
見
る
事
、

一
般
的
事
賞
で
は
な
い
。
獅
占
利
潤
が
成
程
一
方

的
急
迫
に
基
〈
ご
は
云
ヘ
此
墓
古
方
仁
於

τ特
殊
な
る
も
の
が
あ
り
、
此
特
殊
性
は
肢
に
多
占
に
於

τす
ら
存
せ

す
、
況
ん
や
こ
れ
己
類
縁
の
遠
討
さ
他
の
特
殊
の
地
位
に
於
て
を
や
。

こ
の
事
前
に
詳
論

L
た
る
が
如
く
で
あ
る
。

私
は
hr
〈
し
て
第
二
の
命
題
を
否
定
す
る
外
は
な
い
c

な
は
オ
ッ
ペ
ン
川
イ
7

ア
が
濁
占
慨
念
を
「
物
的
優
秀
」
に

の
み
限
定
し
た
る
事
に
就
い

τは
今
詳
細
な
る
吟
味
を
加
へ
る
事
を
避
け
る
、
割
払
白
身
は
濁
占
に
つ
い
て
も
多
占

に
つ
い
て
も
等
し
〈
、
一
l

人
的
優
秀
」
を
併
ゼ
て
合
ま
し
め
た
い
ご
忠
ふ
。

私
は
今
猫
占
の
本
質
の
み
を
考
察
せ
む
ご
す
る
が
故
に
、
濁
占
の
穂
類
又
は
定
型
に
闘

L
t
は
全
然
議
論
t
v
e

省

略
す
る
o
法
的
濁
占
正
自
然
的
濁
上
口
、
例
入
血
判
占
之
階
級
猫
占
、
購
買
濁
上
口
さ
販
責
締
占
、

-
」
れ
ら
に
つ
い
て
は

詳
細
の
批
評
を
後
日
の
機
合
に
譲
品
。
(
未
完

諭

設

端
占

ι
本
質

第
十
九
巻

『
第
五
腕

五
A
)
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